
,

輪

読

舞

循
環
期
論
(二

脛
.
濟

循
.
環

期

論
(
二
)

第
八
巻

(第
三
購

入
O
)

三
七
四

財

部

静

治

一
八

以
上
恐
慌
叉
そ
の
定
期

回
露
性

の
理
由
を
、
解
湧
せ
ん
ご
せ
る
諸
學
説
を
略
叙
せ
る
か
、
是
等

の
諸
説
は
、
近

時

の
學
者
に
よ
り
正
常
ご
し
て
取
扱
は

る
る
の
域
を
去
る
こ
ご
遠
し
、
さ
れ
ご
叉
現
代
學
者
か
、

一
層
精
巧
な
る

説
明
を
打
立

つ
る
の
、上
皇

を
指
示
す
る
に
は
足
れ
り
、
乃
ち
親
近
學
者
の
詳
説
に
あ
り
て
は
、
従
前
の
輕
濟
革
巻

・

「か
な
し
遂
げ
得
π
る
も
の
の
中
、
永
久

の
奴
力
あ
る

へ
き
黙
を
保
全
し
、
更

に
同
題
目
に
關
し
耕
新
な
る
特
殊

の

.

貢
献
を
之
に
添
ゆ
、
而
も
亦
學
老

中
に
は
定
期
循
環

の
事
貴
立
読
さ
れ
さ
る
こ
と
を
暴
け
て
、
明
白
に
之
を
否
認

せ
.る
者
あ
り
、
就
中
恐
慌
何
た
る
か
を
審
議
し
、
.か
く
て
定
期
循
環
の
事
實

あ
り
と
せ
る
諸
學
者

か
、
粗
け
凍

る

恐
慌

の
事
實
に
、
観
念
の
不
定
を
件

へ
り
こ
し
て
、
之
に
反
謝
す
る
看
は
今
姑
ら
く
之
を
措
き
、
そ
の
以
外

の
主
張

に

つ
き
て
察
す
る
に
、
戸
。
・。。
7
。「
の
如

き
は
、
恐
慌
に
付
幾
多

の
原
因
を
認
捗
、
か
く
て
定
期
回
路

の
観
念
を
そ

の
間
に
挿
む
は
非
科
學
的
な
り
ε
考

へ
穴
り
、
英
聞
及
佛
蘭
西

の
維
濟
史
に
精
通
せ
し

訪
日
浮

α
o
い
p
'・色
薯
o
は

そ

の

一
八
入
二
年

の
著

「
纒
濟
原
理
」
.中
、
恐
慌
か
定
期

に
回
路
す

へ
き
こ
ご
は
、

一
の
自
然
法
投
ら
す
、
恐
慌

…
か
定
期

に
繰
返
さ
る
る
事
實
あ
り
ビ
す
る
も
.
そ
の
理
由
は
恐
慌
を
生

む
へ
き
諸
事
情

の
、
回
路

に
よ
り
説

き
得

へ
し
と
し
、
必
ず
し
も
恐
慌
定
期
循
環
の
事
實
を
、
否
認
せ
さ
る
の
口
吻
あ
る
も
.
そ
の
以
前

一
八
⊥
ハ
五
年
の
著

魯

に
あ
り
て
は
之
を
否
定
し
穴
り
、
乃
ち
氏
は
言

へ
り
、
』
恐
慌
を
惹
起
す
へ
き
諸
原
因
は
、善
人
か
示

せ
る
如
く

5)cfLaveleye
,TheElementsofYoliヒical.Economy,tr.byA.
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・
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益

々
頻
繁
。
顯
屠

る
の
傾
回

の
・
…

、
麓

鑛

警

再
蹄
実

・
・
享

か
舞

上
指
摘
せ
る
恕

と

饗
難
　講

　蕪

　　難
　　難

　
騎
殿
鰻

灘

糠
働錘

藩

蜥影
接
種

雑

筆
鰍
驚
、

…
説
。
怠
る
の
嫌
脅

、
右
・
評
論
・
亦
此
嫌
・
・
罪

す
や
、
謂
ふ
少
し
く
霧

窪

め
ん
・

舗

Q

無
難
灘

無
難

　　　

　帽り
『
"
。
〔
①
、
。
診

〉
・一・・
.①
・
。
「『
。
・
①
一

"
　
.
穿

q
量

.・
・
…

、…

三

£

・
版

天

・
三

圭

は

攣

の

響

暴

け

・

藷

師

一
「
棄

界
。
於
け
る
奪

勁
筆

、
豫
・
竺

定
・
甕

に
響

婁

な
し
・
麓

の
定
期
回
露

巨
∩愚

.　

　
　

　
　
ホ

ぴ

嚢

難

雑

嚢

鶴
無断韓
建
攣

鐸

簸

鏑
一鴨鵡
軸

翰

脱

響

霧

期
論
三

・

`

、
.

契

貧

第
三
號

(
こ

三
蓋



.

論

説

経
済
徳
環
期
論
(二
〉
.
.
.

窮
八
巻

(第
三
號

八
二
)

三
七
大

乱
.
只
.
「。
虫
∩
蒙

あ

る
や

の
問

に
謝
し
、

周
防
題

は
現
然

の
不
可

な
り
不
可

解

な
り
、
定
期

回
路

の
事
實
は
確

か
に

し

て
、
叉
観

察
に
よ
り
實
議

せ
ら

る
る
も
、
そ

の
風
蹄
期
間

は
少
く

こ
も
私

見

に
よ
れ

は
、
可
な

り
可
愛

な
り
、
か
く

憂

化
あ
る
は
原
困
難

な
る
を
、啓
示
す
る
も

巽

皇

諭
し
、更
に
巴

ζ

菰

そ
の
後

の
研
究

く

忠

-
:

2

.

篤

「
一。
発

・。
唱
。
⊆
二

8

ヨ
p
「寅
『q
。
ω

①
二

。
い

邑

・。
・・
窪

。
。
。・
8

日
目
①

b
。
=
「

歪

∩
野

①
u。

∩

ヨ
ヨ
。
「
∩
巨

ω
。。
～

b5
。
=
。
含

山
Φ

一
-
.

穿

m
窪

F昌

一
昌
[。
「コ
.
価
。

しQ
【騨
酷
い
け【〔宅
ρ

く
e
げ

一
』ゆ
.

δ
U
.
に

於

て

、
恐

慌

の

回

路

は

そ

の

恐

慌

を

惹

起

せ

な

諸

因

子

ご

、
論

…

理

上

聞

係

あ

る

へ

き

そ

の
他

諸

現

象

の

、

回

路

、を

惹

起

し

又

は

そ

の
原

因

な

る

こ

と

な

き

か

を

尋

ね

、

恐

慌

あ

る

唆
蕪
鶴
瀬
霧

蕪
嚢
辱
日雛
観
難
懸
難
灘
誇

順

.

ε
し
、
恐
慌

の
年
次
及
持
纏
年
限
に
聞
す
る
計
数
と
、
出
生
敷
攣
動
に
閲
す

る
計
数
と
を
、

一
表
内
に
編

み
、
山

岨

生
の
減
少
か
耀

響

A
鼓

す
・
や
を
問
ひ
』

八
七
〇
義

争
の
際
に
馨

る
か
如
き
惑

陛

あ
り
て
罐

冊

震

　

へ
・
・
、
・
の
他
藩

・
輩

　

・
・
減
・
重

し
・
盤

迫
期
嚢

・
・
濫

巳
し
て
は
叉
恢
復
期

ご
合
致

す

へ
き

こ

ご
を
誘

け
り

ご
値
…
へ
な

ウ
。

・
.
.

R㎡

恐

慌

か
そ

の
以
前
よ
り

、
長

き
間

準
備
を
積

ま
れ
拠

る

一
期

た
り
.

そ

の
以
前

の
繁

榮
期

を
承

け

て
.、
惹
起

さ

購

.

る

へ
き

一
期

起
り
、
實

に
世

を
飢

る
の
君
は

、
特

に
封
建
時
代

に
あ
り

て
は
、
驕

奢
を
極

め
て
其

◎
噴

欲
を

離
ま

輔

'
0

…
に
し
、
犬
馬

は
却

り
て
要
黛

に
厭

け

ご
も
、
人
民

は
糟
糠

な
も
荷
足

ら

さ
る
か
授

め
に
、
上
下
乖
離

す
る
に
至

り
、

珊

侠

樂
未

レ終
。

而
傾
危

己
至

。(常
節
誠
盈
篇
参
照
)
る
か
如

く
、

経
済
界

の

「
繁
榮

そ
れ
自
禮

の
中
に
、
繁
榮
滅
蕗

の
種

`

の

.

子
を

、
宿

す

の
傾
あ
り
」

(ξ

に
此
語
た
借
ろ
)
ε
す

る
の
主

旨

は

甘
屯
巽

の
研
究

中
に
も
既

に
窺

は

る
る
所

な

る

9一

「



.

か
、
こ
の
主
旨
を
馨

・
播

も
亦
、現
代
有
讐

・
學
者
鯨

、
恐
慌
に
聞
す
る
轟

依
馨

し
直

翳

る
に

.

拘
は
ら
す
、
饗

上
の
薮

を
伺
は
し
む
る
、
基
本
的

「
霧

繋

り
、
詳
言
す
れ
は
、
恐
慌
は
葦

肇

の

幕

痙

歴
を
、
諾

す
;
。突
濫

雀

　

〔;

災
普

し
て
、
取
扱
は
る
る
こ
差

し
・
嵩

の
諸
年
次
に

憚

る
、
研
究
を
鷲

て
、
理
解
さ
れ
得

へ
三

筋

讒

せ
ら
る
る
こ
差

・
、
寧
三

経
籍

輩

の
三
相

扇
久
は

三

期

、

詳

言

す

れ

は

繁

榮

℃
δ

。。℃
①
門囲受

(
国
x
9
冨
二

野

"
亀
少
-

団
著

書

巴
o
コ
)
恐

慌

∩
「凶。。
訂

(
初
雪
ぴ
匡

ω
ω
o
「
ζ

脚
三
霧

吹

い
て

∩
。
=
弾℃
④。
夷

。く
⊆一ω一。
旨
)
不
景
氣

冒

　

三

智

　

巴

.目
準

.次

い
で

甲H・・
ξ

『
蕃

-
寄

。
く
婁

為
。
。
.、.一。、.
。一、。。
)

牛
、
磐

芝
居

的

に
し

て
、
薫

も
短

か
き
も

の
に
外

な
ら
す

愚

は
る
、
晩
選

議
論

は
何

故
に
不
景
氣
に
次

い
で
繁
榮
あ
る
か
を
、
示
す
に
勉
む
を
こ
&
、
何
故
に
上
に
商
一
る
所
多
か
り
し
月
か
、
漸
次

に

盈
ち
て
満
月
蒙

る
か
を
、
説
明
す
る
に
似
た
る
も

の
あ
り
、
叉
何
故
に
繁
榮
に
次
い
で
・
二
恐
慌
次
い
て
不

景
氣
あ
・
か
を
轄

す

・
に
勉

む
・
窪

、
下
に
断
け
行
角

を
、
何
故

に
立
ち
つ
待
ち
唐

つ
待

ち
・
寝

つ
待

ち
、
遂

に
有
明
け

の
月

を
待

ち
出

て
さ
る
を

、
得

さ

る
に
至

る
か
を
、
説

明

す
る
に
比
擬

し
得

へ
き

も

の
な
し

ご

せ
す
、
略
言

す
れ

は
、
.恐
慌

の
學

理

は
産
業
循
環

の
學
理

に
生
成

せ
り
。

鹿

恐
慌
を
以
て
偶
然
の
一
災
難
税
せ
さ
・
が
恕

、
溌

墨

砦

糞

な
・
原

因
の
繋

に
よ
り
・
説

萌

し
駕

し
手

・
の
見
解
を
、
棄

つ
・
に
至
れ
・
は
、
現
輩

高

間
番

上
説
£

撃

窺
は
し
む
る
・
第

三

の
基
本
的
轟

然
な
り
、
非
常
の
一
事
由
起
り
、
肇

及
諸
業
を
叢

し
て
、
そ
の
踏
み
馴
れ
た
る
途
を
棄
て

し

め
、
叉
事
業
家

及
放

資
者

の
判
断
.を

一
時
迷

は
し

め
、
文

成

は
方

針
を
誤
れ

る
立
法

、
不

整
實

居
る
企
業
行

爲
、

不
完

企

な
る
銀
行
輕
瞥

等
に
出

て
し

む
る
か
淀

め
に
、
恐

慌
起

る
へ
し

ご
す

る
の
見
解

は
、題

目
を
捕

ふ

る
こ

ご
画

論

観

繧
済
循
環
期
論
(二
)

錆
八
巻

(第
三
號

入
三
)

三
七
七

r

「



論

説

欝

循
覇

論
三

)

「

笑

巻

(第
三
號

八
四
)

三
七
八
.

,

.

窮
禦

ら
・
・
量

り
て
よ
り
、
信

せ
ら
讐

る
こ
蓬

な
れ
り
、産
業
羅

極
め
垂

達
せ
藷

國
に
於
て
も
・

無

界
の
順
警

鐘

・
て
、
依
暫

し
て
窮
己
・
・
魂

…

特
異
2

優

椴
霞

凶
作
或
は
開
鑿

講

一

和

の

電

に
よ
り
、
怒
髪

暴

由
を
解

か
如
き
見
解
は
、
維
持
沈

・
る
に
至
れ
り
・
之
に
反
し
悪

好

み
て

酸

き

る
説
明
は
、
繁
榮
期
覆

に
瞥

・
醗

の
爵

を
、
経
済
粗
塗

経

済
.誘

に
固
寝

る
』

特

色
に
騙
す
・
に
あ
り
、
産
業
髪

構

成
せ
る
籍

過
程
を
解
析
し
、
そ
の
過
程
は
何
故
旛

児
よ
り
悲
況
麦

悲

況
よ
り
麗

へ
の

憂

化
蓮

綾

里

み
出
す
や
を
獲
見
せ
ん
享

・
特
別
藩

の
繋

に
よ
り
轟

円を
及
ぼ

す
。
話

。
へ
き
は
、
素
よ
り
許
さ
・
へ
き
も
、
そ
の
影
響
は
恐
慌

皇

要
原
因
&
し
て
よ
り
も
、
右

の
過
程
を
複
.

雑

な
ら
し
む

へ
き

一
因

子

こ
し

て
黙

り
。

明
治
十

七

二

八
入
内
)
年
に
創
設

さ
れ
な

る
、
京
都

取
引

所

か
、
.二
十
二

二
八
八
九
)
年
、
三
+
二
年
、
四
+
三
年
に
撹

を
極
め
、
毎
羅

濟
界
農

磐

・
業

の
蓬

捧

ひ
て
繁
盛

の
度

を
激

進

し
、
十

八

二

八
八
五
)
年

、

二
十
五

(レ
入
九
二
)
年

、
.三
十

七
二

九
〇
四
}
年

に
・
衰

呪
.の
極

に
陥
る

り
た

る
も
其
の
衰
勢
は
反
比
例
に
其
の
度
を
縮
退
せ
2

、
せ
ら
る
る
餐

循
肇

過
程
上
・
日
纏

役
の
震

熱
は

三
+
二
年
暴

榮
に
、
日
露
馨

の
開
始
は
三
+
峯

の
沈
衰
に
ρ
影
響
芸

所
轡

に
非
ゑ

し
壷

も
荷

「れ
に
甦

ざ
て
も
之
を
養

の
原
因
ご
競
落

か
如
・
・
寒

蓄

鐸

普
通
窺

想
手

。
.へ

十

以
上
吾
人
は
恐
慌

安

字
を
漫
然
使
用
し
来
れ

る
か
、
倉

そ
の
意
養

付

一
顧
を
加
ふ

へ
き
時
期
に
達
し
た

り
、
旺
.
繕

葛
売
出
璽

奮

草
し
て
、
今
天
下
三
分
。
鋳

疲
弊
。
此
誠
危
急
存
亡
之
秋
也

島

諸
句
を
挿
め
る

…
か
、
「
決
定
す
」
話

意
義
を
享

至

希
謄

に
由
来
芸

英
語

9

・置

、
維
濟
走

慮
附
せ
ら
れ
て
も
・
元

10)大 正二年獲行京都取引所史一九頁蓼照



.

甕

急
存
庚

岩

の
警

察

す
、
何
人
翁

否

、
何
人
鬱

蒼

～
ぎ
か
魯

果

に
せ
5
ゑ

ぎ
・
.危

」瞼
な
る
危
機
を
意
味
す
、
商
業
界
金
融
界

の

一
般
困
難
及
逼
迫
急
切
な
る
の
時
な
り
、
普
通
に
銀
行
取
引

の
閑
散

　.從
ひ
て
.フ
ヴ
、
-
欝

中
・
は
、溌

は
驚

の
・
な
・
ゴ
の
霧

磐

鋒

、
企
業
及
優

れ
・
の
依
然
崩
蔑

之
に
引
続
く

壕

不
。風
気
、失
業
の
莚

、
其

の
他
同
種

の
諸
撲

を
・
て
す
・
を
、
其

・
琶

手

、
商
界
沈
誉

・一

　

一

6
。
=
-。
・
.。

竃

呼
は
る
る
は
之
か
た
め
な
り
、
需
用
供
給

の
平
準
署

碧

を
灘

享

あ

・
汎
博
な
る
定
義

履

見

。
に
至
.。
も
之
か
蕗

な
り
、

雇

に
狂
磐

代
に
興
・
発

藷

計
差
、
諸
契
約
上
・
引
受
け
ち
れ
し
金

ら

協

出
さ
し
む
る
巽

困
難
を
訴
へ
、
彙

、
新
妻

、
新
妻

壷

す
・
謄

・
、
藻

棄

皇

朝
に
・
て

爆

馨

ら

・
。
而
も
亦
諸
濡

の
藻

に
あ
り
て
は
、
右

の
諸
徴
鍍

現
の
熱
度

・
緩

急
鍔

の
別
あ
り
・
恐

.

慌
を
以
て
信
用

の
病
毒

る
・・
ヴ

レ
慮

、
從
ひ
て
之
漿

症
の
㌍

急
性
な
・
も

の
風

欝

病

の
如
く
慢
性

.

又
潜
伏
的
な
る
も
の
暮

す
・
を
説
け
り
、
他

の
暑

呈

鍵

か
警

し
て
盛

期

の
介
在

を
参

す
し
て

…
不
景
氣

に
立
消
ゆ

へ
.し
高

説
を
な
す
、
さ
れ
差

壁

に
夫
れ
等

の
學
崇

恐
慌

の
意
を
解
し
・
事
業
装

の

烈
し
き

　
動

轡

芋

こ
蕃

、
意
味
せ
し
む
る
に
過
ぎ
す
、
・
れ
慕

か
・
出
來
事
は
・
之
を

蜀

.羨

狽
ご

.

呼

ひ
、
麓

て
ふ
語
は
、
繁
榮
よ
り
不
景
気

へ
の
過
渡
響

掌

も
の
嚇

し
・
そ

の
雛

藻

に
遂
げ
ら
≦

…
も
、
之
を
問
は
す
手

・
方
、

雇

よ
邑

惰

例
に
A
・致
す

へ
し
農

・
・、・
・
チ
　
.み

説
く
所

な
%

さ
れ
&
.

.

叉
か
か
る
急
激

の
鷺

は
、

癖

の
俄
欝

投
讐

流
、
鷺

薫

攣
叉
は

画

報
を
機
督

し
て
・
・
そ
の
動

㌶

を
促
進
し
、薄
嬰

・

蔀

の
妻

家
を
饗

し
む
、
而
し
て
か
か
・
事
鶴

、経
済
界

の

雇

動
強

し
.芋

論

韓

撰

循
理

論
三
)

笑

巻

(藝

一魏

八
五
)

三
七
九
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論

説

纒
強
…循
環
期
諭
(二
)

第
八
巻

(第
三
號

八
六
}

三
入
0

6
も
亦

起
り
得

へ
き
事
實

に
鑑

み
、

一
般

に
か

か
る
事

態
か
、
恐

慌

に
伴

ふ
ご
否

ご
を
閥
は

す
、
之
を
狼
狽

ご
呼

…
は
ん

こ
せ

る
入
あ

り
。

そ

の
外

一
般

に
叉

脛
濟

循
環

の
三
期

経
歴
中

、
そ

の
過
程

は
屡
諾
…微

弱
簗

化

に
よ

り
、
後

難

化
せ
ら

る
、
ぶ
景
氣

か
活

況

の
省
早
再

開
に
よ
り

、

中
断

せ
ら

る

る
こ
ε
あ
り
、
繁
榮
期

中
に
あ
り
て
も

】
閑

散

、
否

一
小
恐
慌
獲
現

す

る
こ

ε
あ

る
か
如

き
は
撚

り

、
看

る

へ
し
、
恐
慌

の
意

義
を
定

む

る
は
容

易

叡
ら

す
、

叉
之

か
統
計
的
研
究
及
定
期
循

環
率
啓
明

の
目
的
上

、
事

實

の
審

査

を
慎

重
に
遂
く

る

の
要

あ

る
を
。

†

一

纏
濟
循

環

の
歴
程

を
究

め

、
特

に

一
恐
慌

に
入

り
摩

る
諸
因
子

を
解
析

し
、
進

み
で

一
般
學
理

を
編

む
は
難

し

…
さ
れ

ご
恐
慌

に
.關
す

る
圭

要
事
費

こ
し
て
、
割

合
に
鮮
明

に
窺
は

る

へ
き
も

の
あ
り
、
そ

の

一
班

に
通
す

る
は

、
経

一

濟
循
環

の
理
を
審

か
に
す
る
の
目
的
上
、
研
究

の
準
備
に
供

し
得

へ
き
を
以
て
、
今
生
8
し
て
前
出
イ
ー
リ
ー
及

ヂ
ユ
ウ
オ
ソ
ス
の
所
説
に
依
り
少
し
く
叙
説
す

る
所
あ
る
へ
し
。

経
済
事
情
殿
振
に
し
て
、
又
そ
の
状
態
を
緩

く

へ
き
見
込
あ
り
ご
假
産
せ
よ
、
叉
銀
行
資
金
ご
し
て
の
金
鰻
供

給
潤
澤
な
り
ご
假
足
せ
よ
、
見
越
し
の
物
贋
思
戚

の
利
潤
は
、
人

な
る
へ
し
ご
せ
ら
れ
、
見
込

の
利
子
配
當
彿
は

確
か
な
り
蓬
想
は
る
へ
し
、
而
し
て
右
未
來
に
於
け
る
所
得
に
預

る
の
力
は
、
元
來
土
地
、
資
本
貨
物
や
諸
特
権

…
得
意
關
係
、
諸
有
償
證
券
等
を
、
有
す
る
こ
ご
を
そ
の
後
件

ご
ず
、
然

る
に
右
に
假
定
せ
る
か
如
ざ
事
情

に
遇
は

ん
か
、
是
等
の
事
物
は
市
場
に
於
て
、
高
償
を
博
す
6
を
徹

へ
く
、
叉
購
買
力
乃
ち
銀
行
貸
付
金
を
手
に
す
る
の
目

函

上
形
蓄

に
も
黙
示
潤
蚤

、容
易
に
之
嘉

保
に
宛
て
得

へ
七
、
ぞ

て
借
り
咄
さ
奉

る
銀
肴
貸
付
食

、

.12)Bliss,NewCyclopediaofSocialReformp,.341.
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資
本
ε
し
て
放
下
せ
ぢ
れ
、
叉
進
み
て
新
事
業
を
興
す
の
用
に
供
せ
ら
る
、
且
又
是
等
の
事
勅
に
よ
り
所
得
を
生

む
の
力
、
確
か
な
り
ご
思
鳳
る
る
闘
は
、
相
次
い
て
銀
行
信
用
を
釜
盆
蟹
張
す
る
の
基
本

ご
な
り
、
産
業
膨
脹

の

邊

程
は
累
積

の
勢
に
よ
り
て
縮
け
ら
る
、
前
途
有
望
親
は
漸
次
に
園
内

一
切

の
警
乗
に
普
及
し
、
怜
悧
な
る
人
は

…
新
獲
明
、
新
企
業
計
叢
を
興
し
、
之
か
淀
め
間
も
な
く
放
資
者
を
得

へ
き
を
獲
見
す

へ
く
、
他

の
投
機
者
は
之
に

促
さ
れ
て
叉
諸
計
叢
を
立

つ
、
か
(
て
敷
會
肚
の
株
そ
の
相
場
を
高
む
る
ご
き
は
、
他

の
株
も
同
様
な
る
へ
き
こ

…
ε
推
測

せ
ら
れ
無
理
な
る
計
叢
も
出
費
者
を
募
り
得

へ
く
、
藪
に
産
業
界

の
狂
熱
期

冒
営
賦

あ
り
、
人
人
は
張

…
氣
を
倍
し
、
未
來
に
望
を
繁
く
こ
8
深
し
、

一
部

の
人
か
く
想
ふ
に
至
れ
ば
、
他
人
も
亦
何
気
な
く
し
か
想
ふ
に

至
る
こ
と
、草
を
薙
く
か
如
し
、
張
氣
の
風
は
疫
病

の
如
く
徳
播
し
、
叉
得
ら
れ
た
る
力
及
模
倣
心
に
促
進
せ
3
れ

て
、
群
集
は
無
意
識
に
流
行
を
逐
ふ
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
か
投
機

の
主
な
る
弊
害
を
以
て
、特
別
知
識
を
敏
け
る

一
般

公
衆
之
に
仲
間
入
航
し
、
純
然
穴
る
賭
樽
的
精
榊
を
以
て
、
市
場
に
出
入
す
る
よ
り
起
る
ε
し
、
そ
の
弊
害

は
公

衆

の
問
普
通
に
そ
の
風
あ

る
か
如
く
、
將
來
豫
想
か
凋
立
個
別
に
立
て
ら
れ
さ
る
際

に
甚
大
な
り
ε
せ
る
は
M
右

の
如
く
利
に
趨
る
や
餓
豹

の
如
く
、
利
に
庭

す
る
の
道
を
知
ら
さ
る
や
、
庭
女
の
如
く
な

る
の
清
息
を
説
き
得

て

憂

な
り
、
兎
に
角
か
か
る
際

に
は
生
産
過
多

の
事
實
あ
り
、
而
も
そ
は
生
産
及
金
儲
け
資
料
の
生
産
渦
多
な
り
・

…
鐵
道
、
工
場

、
そ
の
他
事
業
計
査

の
生
産
過
多
な
り
、
之

に
件

ふ
に
是
等
事
物

の
過
大
評
償
及
過
大
還
元
を
以
て

…
す
つ
↑冊
し
て
か
か
る
繁
榮
逓
昂

の
時
期
永
か
ら
ん
こ
と
は
、
金
銭
供
給

の
遍
増
あ
る
に
非
す
ん
は
、
之
を
望
み
得

.

へ
き
に
罪
す
、
換
言
す
れ
は
銀
行
資
金

の
増
加
ご
個
人
所
碍
の
増
加
ご
を
続
く
る
に
非
ず
ん
は
之
を
望

み
得

へ
き

論

説

纒
濟
循
環
朝
講
(二
)

第
八
恕

〔第
三
雛

八
七
)

三
入
「
.

'
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論

説

辮

離

期
論
三

)
.

第
八
巻

(第
三
號

八
八
)

三
八
二
.

.

に
非
す
、
就
中
銀
誓

書

し
て
利
用
し
得

へ
き
轟

供
給
に
は
、
饗

上
極
め
て
頻
警

・
突
警

増
加
あ
り

一
か
ぐ
て
事
業
薩

脹

2

天
瀬
戟

蒙

る
こ
募

・
へ
」し
、
か
か
・
場
合
に
通
常
引
績
一

へ
き
事
項
は
・
銀
行
資

一

企

契

、
割
引
券
A、舞

、
放
資
奨

、
商
取
引
微
量

加
た
・
へ
し
、
狂
熱
時
代
に
立
て
ら
れ
た
る
諸
計
毒

そ
の
實
行
期
に
あ
り
、
多
量
の
窪

籍

欝

積

せ
ら
れ
、
是
講

麟

の
代
鰹

急
薦

挙

へ
し
・
次
い

ぞ

是
箒

材
料
案

苧

農

工
の
、
賃
銀
も
幾
分
か
馨

し
、
各

奪

の
賃
謬

生
活
の
馨

鍵

の
碁

に

清

費
・
る
へ
蓼

望

L
、諸
商
品
の
需
用
を
増
し
、
商
人
は
大
に
儲
か
る
へ
し
・
諜

需

品
の
代
贋
も
騰

貴
す

へ
き
充
分

の
理
由

な
き
に
拘

ら
す
、艶
聞
蓮
に
騰

貴
す

へ
し

、
蓋

し
是
等

の
貨
物
を

取
扱

へ
る
人

々
は

、
そ

の
貨
物

代

償
か
警

務

な
み
に
、多

分
増
す
へ
し
霧

へ
、
儲
け
ん
こ
の
璽

に
駆
ら
れ
、
霧

の
有
高
を
買
占

め
ん
ご
し
・

各
商
人
は
代
償
下
落
を
見

る
に
先
ち
、
利
を
儲
け
て
費
り
得

へ
し
ご
信
ず
る
か
た
め
に
、
買

ひ
潜
む

へ
け
れ
は
な

り
。
這
般

羅

磨

つ
き
て
は
、
素
よ
り
そ

の
實
際
脛
路

一
な
る
を
得
さ
ゑ

し
、

「
部

の
事
業

莫
大
の
儲
け

あ
る
も
、
之
を
遊
興
骨
董
に
役
し
そ
の
額

の
高
き
を
誇

る
の
歌
あ
る
か
π
め
に
、
事
業
資
金
は
増
す

へ
き
割
合
に
増

露

華
騙

鵬
蠣
駒難

講

雛

羅

蕪
配鯵

一

巳

て
蓬

裁

的
・
　

の
、
馨

せ
量

る
こ
毫

ゑ

・
、
・
れ
蓬

を

雇

的
・
重

る
に
・
蟹

上

…
昇
の
號

暴

。
利
潤
⊥
昇
の
錆

た
り
、
難

饗

、
刷
子
蓉

及
舞

は
、
普
湧

智

同
様
簸

薦

貴

す
。
。
羨

き
を
以
て
、
持
経

り
享

、
而
し
て
か
か
・
利
潤
上
昇
は
舞

票

に
於
け
・
過
大
警

・
諸
事

南



業
計
叢
の
過
大
還
元
を
生
む
の
直
接
原
因
た
り
。

右
の
如
き
事
情

の
下
に
あ
り
て
は
、
幾
多
舞

の
何
れ
か

;

起
り
て
も
、

一
恐
慌
を
惹
起
す
量

る
へ
し
・

.

全

肇

組
織
は
少
し

の
釣
合
失
墜
あ
り
て
も
畿

せ
ら
る
へ
し
、
そ
は
轟

の
加
里

産

の
大
部
分
か
・
生
産
費

.

本

の
生
産
た
り
、
生
産
的
努
力
の
大
部
分
か
、
比
較
的
遠
き
未
来
に
於

て
の
み
、
人

の
用

に
宛
て
ら
る
へ
き
貨
物

,生
産
、
乃
ち
見
越
生
産

の
た
め
に
霊
さ
菊

間
は
、
事
業
家
自
書

に
於
け
る
需
用
供
給
の
羅

作
用

の
み
に
て

.

は
事
業
界

の
繁
榮
状
態
を
持
続
し
得

へ
顧

問
、
短
か
か

・
へ
し
善

ふ
の
意

な
り
・
詳
享

腔
は
生
薯

か
そ

の
資
本
及
諸
特
権

の
高
傾
を
縮
け
得

へ
き
や
否
や
は
、
終
局
に
於

て
は
、
最
終
溝
盛
者

の
需
用
、,
随

ひ
て
そ
の
所

鳩

の
増
加
、
響

ら
る
る
や
否
や
に
よ
り
蜜

・
も
、
蘂

農

の
期
間
中
、
賃
銀
は
普
通
謡

物
贋
標

離

に
上
ら
す
ε
の
、
軍
純
妻

あ
る
変

め
に
、
そ
れ
自
警

し
て
、
姦

消
費
者

皐

均
購
買
力
を
・
可
な
り
急

.激

に
膨

脹

せ
し

む

る
こ
&
な
く

、
從

ひ
て
叉
増
大

し
行
く

、
資
本
債
格

形
成

に
射
し

、
安
固

な

る

一」支

柱
を
授

く.

・る
こ
亡
な
か
ら

ん
。
.
.

兎
に
角
右

の
如
き
状
態

に
進

め
る
際
、
諸
新
設
會
肚

の
株
を
引
受
け
、
新
事
謬

關
係
せ
る
人
は
催
告
に
癒
し.

.て
株
金
を
佛
込
み
、
又
引
受
け
た
る
資
金
を
調
達
す
る
の
要
あ
り
、
か
毛

そ
の
以
前
に
な
さ
れ
砦

鉦
行
預
金

臓

引
出
・
る

?

、
叉
手
姦

け
た
轟

造
家
、
大
商
人
及
投
馨

は
、
盆

養

家

融
通
を
受
け
窪

し
・
信

鳶

状
況

援

に
張
り
詰
む

へ
き
か
奮

に
、
銀
行
の
貸
付
一

へ
き
資
金
は
減
レ
信
用
吸
締
し
貸
付
利
簿

に
短
期

一

貸

付
金

の
利
率
侭
騰
貴
す

へ
し
、
か
く
て
事

業
計
書
當
特
に
比
し
、
利
率

の
騰
貴
甚
し
ぎ
特
は
儲
け
の
大
部
分
は

妻

本

の
貸
主
に
彿
は
る
へ
き
利
子
π
締
し
、
事
業

は
困
し
め
ら
・
へ
し
・
製
品
代
警

吏

に
値
上
け
し
て
消
費

論

説

纏
濟
循
環
期
論
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二
)
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者

を
繁

く

の
望

、
前

に
説

く
か
如

く
究
極

に
於

て
、
制
限

せ
ら

る
る
か

な
め
に
特
に
然
り

、
叉
前

に
投

機
者

の
手

形

を
割
引

し
、商

品
捲
保

に
よ
り
資
金

を
融

通

せ
る
人
は

、
返

金
を
急

く

に
至
り
、
事
業
家
大
商
人

は
、
已

む
を
得

甲

.

す

、
牧

め
得

へ
き
目塗
足
代
債

に
よ
り
、

そ

の
所
…有
貨

物
を
費

り
勧

む
る
に
至
り
、
市
場

一
般

に
賣

り

の
急
躍
…進
ε

.

な

り
買
方

は
警
戒

す

る
か
な
め
に
甚

し

き
廉
傾

に
よ
ら

す
し

て
は

買
は
ん

ご
せ
す
、
借

る
力
も
費

る
力

も
奪

は
る

.

る
に
至
り
、
貨
物

の
停
滞

、
堆
積

ε
な

り
、
薄

弱
な

る
事
業
家

は
信

用
維
持

の
困
難

を
訴

ふ
、

そ

の
間

從
來

の
繁

榮

か
貿
易
關

係

の

一
大
攣
調

に
よ
り
、
促
進

さ
れ
し

か
如
き
特

別

事
情

あ

る
所

、
そ

の
孕
調

に
復

せ
ん

こ
す

る

の

～

.

兆

あ

る
や
、
自

ら
貿

易
に
關
係
あ

る
者

、

一
大
打
撃

を
蒙

る

へ
き

や
謂

ふ
迄
も

な
し
、
兎

に
角

か
か

る
場
合

に
、

一
銀
行

の
支
携
停
止

、

一
事

業
家

の
倒

潰

、
破
産

否
手
形

の
不
渡

に
よ

る
も
亦

、

↓
の
恐
慌
を
促

す
に
足
れ

り
、

'

蓋

し

そ

の
銀
行
又
は

事
業
家

の
債

権
者

は
、
之

か
た

め
に
自

己

の
債

務
を
済
ま

す
こ

ご
を
妨
げ
ち

れ
、
他

人

の
支

.

梯

能
力

は
次

い
で
叉
是
等

の
人
人

に
よ

り
傷

け
ら

る
、

か
く
で
見

越

さ
れ

投
る
所
得

の
喪

失
は
、
商
會

よ

り
商
會

に
、

一
産

業

よ
り
他

の
産

業

に
移

さ
れ
、
益
益

そ

の
範
囲
を
撒
く

へ
し
。

・

層

「

.
事
實
上

　
恐
慌

の
直
接
導
火
線

は
何
だ
り
得

へ
し
ε
す
る
も
、
膨
大
せ
る
資
本
債
格
状
態
の
T
に
て
は
、
そ
の

…
弊
急
激
に
増
大
す

へ
し
、
信
用
崩
壊
せ
る
よ
り
、
債
務
者
を
し
て
そ
の
債
務
を
果
た
さ
し
む
る
な
め
、
財
産

の
強

制
販
賞
を
促

か
す

へ
し
、
.狂
熱
時
代
に
起
れ
る
無
謀
叉
詐
欺
的
計
蟄
は
、
曝
露
せ
ら
れ
、

一
般
事
業
界
は
沈
哀

し

一
是
等
事
業

へ
の
多
数
出
資
者
は
損
失
し
、
多
数
勢
働
者
は
程
な
く
失
業
す

へ
し
、
か
か
る
事
情

の
下
物
贋
は
低
落一

一
し
、
信
用

の
土
墓
な
る
楯
保
力
弱
め
ら
れ
、
銀
行
の
資
力
を
弱
め
、
そ
の
貸
付
意
志
挫
け
て
、
間
間
警
戒

そ
の
度

を
温
き
、
時
あ
り
て
は
之

か
な
め
に
、
銀
行
資
金
の
潤
澤
金
融
緩
慢

の
、
愛
誦
を
挿

む
ご
ε
も
あ
る

へ
し
、
公
衆

「



皿
に
よ
る
金
碧

手
許
肝
臓
も
蛮

暁

の
梧

授
り
易
き
所
な
る
か
、

こ
は

銀
行
資
金
怒

り
て
竺

大
打
警

吏

し
、
人
人
は
沈
衰
期
中
露
顯
せ
し
、
損
失
、
破
産
、
詐
整

恐
怖
を
寧

、

毒

の
人
か
く
怒
る
れ
は
・
他

…人
も

扉

に
恐
る
る
・
至
・
、
妻

協

保
す
・
入
人
は
、
糠

の
蕩

持

・
緩

に
し
か
す
へ
き
か
明
か
に

誘

理
由
を
観
念
せ
す
も
て
、
互
に
雷
摸

倣
す
へ
き
羊
の
群
に
酷
似
芸

や
・
繁
榮
の
際
公
衆
か
自
信
あ
轟

一
立
課

力
を
失
書

異
・
な
し
、
物
篁

磐

低
竜

特
靖

業

の
大
部
分
を
青
む
へ
き
蕩

階
級
民
は
・
.失

業

し
貯
蓄
の
磐

な
麦

は
之
奥

ふ
か
た
め
に
、
露

否
娯
楽
の
た
め
に
投
ず
る
の
馨

を
失
ひ
・
諸
貨
物
の

需
用
は
減
し
、

一
般
商
況
は
不
景
魯

な
・
。
か
か
・
、不
景
綾

態
籔

年
持
攣

る
窪

あ
る
へ
き
も
・
遂
に

投
讐

麦

そ
の
失
敗
を
忘
れ
、

「
面
か
か
る
災
讐

通
せ
さ
る
若
年
の
新
進
妻

家
は
儲
け
口
書

馭
し
借

り
ご
考
ふ
る
に
至
る
へ
し
、
か
か
る
不
景
氣
特
期
中
、
生
計
費
以
上
の
所
得
を
有
す
る
人
人
は
、
之
を
銀
行
に
預

け
、
保
有
貨
物
を
穿

盈
し
て
、
勢

あ
垂

叢

も
之
を
銀
行
に
蓼

へ
き
を
以
て
、
銀
誓

金
は
饗

豊
富

.

&
な
り

、
利
率

は
低
落

す
、
か
く

て
沈
衰
期

に
慎

重
な

り
し
銀
行
家
も

、

「
時

の
後

そ

の
増

殖

せ

る
資
金
貸

出

の

.

必
要
を
告
げ
、
金
聾

度

改
善
せ
ら
れ
、
堅
實
な
・
事
業
は
、
資
本
蕩

.
事
業
計
護

關
す
る
蕪

辞
擢

.

よ
り
、
叉
幾
分
か
債
権
者
に
移
さ
れ
た
る
財
産
椹
を
圭

書

し
て
、
漸
次
活
躍
し
勧

む
る
に
至
り
・
新
藷

天
龍

ご
同
様

な
る
経
済
循
環
の
成
行
を
踏
み
て
進
む
。

、

弧

ダ

'
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